
平成２４年度　　兵庫県立青雲高等学校　　　学校評価シート

領域

評
価

の
観
点

評
価

項
目 実践的指導力の向上

実
践
目
標

学校ホームページや「青
雲通信」などの定期的な
発行物の充実を図り、学
校・家庭・地域との連携を
円滑に進める。

オープンハイスクールや
保護者授業参観、学校行
事や地域貢献事業などを
通じて、家庭・地域との連
携を深め、本校教育活動
の理解と協力を得る。

安全な学校、より健全な
学校の創造を目指し、校
門立番や校内巡視の徹
底、関係機関との連携、
校内全面禁煙の定着等を
進める。

生徒の学校行事への積
極的な関わりや参加数の
増加のための方策を研
究・工夫し、帰属意識の
涵養を図る。

各学校行事の内容を工
夫し、生徒が地域と関わ
り、貢献できる機会を増
やす。

キャンパスカウンセラーと
教職員との交流(事例研
修会)を設け、生徒理解の
共通認識を深める。

「相談室だより」や教育相
談に関わる掲示物、学校
ＨＰ等を通して、カウンセリ
ング情報の広報に努め
る。

定期発送で「進路のしお
り」を郵送するとともに、各
種説明会等にて情報の提
供に努める。

進路指導部と担任が情報
を共有しながら、協力して
生徒の進路実現を支援
する。

関係機関と連携して、イ
ンターンシップを実施し、
生徒の進路意識を高め
る。

正規就労の意味や大切
さ、就労のしかた等を十
分に理解させ、生徒の就
労への意識を高める。

スクーリング時において、
学校評議員による授業参
観を実施する。また、生徒
の状況把握も兼ねて、管
理職を含む多数の教員が
授業教室を適時巡回す
る。

当面する諸課題に対し、
生徒指導・教務・教育相
談・人権教育・情報図書
等の各分掌が全教員対
象の研修会を企画し、計
画的に実施する。

特別支援教育コーディ
ネーターを軸に研修を進
め、教職員全体の支援能
力の向上を図る。

自
己
評
価

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

成
果

(

/
5

点

) 4.05 3.99 4.21 3.38 3.31 3.75 3.78 4.21 3.75 3.59 3.56 3.84 3.97 3.65

成
果

定期発送物や「青雲通
信」などを通じて、生
徒・家庭に必要な情報
を継続的に発信した。
また、学校ホームペー
ジ作成にあたっては、
内容を常に更新し、最
新情報の発信に心掛け
た。

オープンハイスクールで
は、中学生とその保護者
などに対して、通信制に
対する理解や認識を深め
ることができた。ふれあい
祭には多数の保護者や
地域住民が来場し、本校
教育の一端を理解してい
ただけた。生徒同士、生
徒・保護者と教師、学校と
地域社会とのつながりをよ
り強くするためにも、各学
校行事への積極的な参
加を促すための取り組み
を進めていく必要がある。

スクーリング時、中庭に教
員が常駐することで、何か
の時には、ここに来ればよ
いという安心感を生徒に
持たせることができてい
る。またインフォメーション
の役割も果たせている。

春の交流会や秋の遠足
の内容をより充実させるこ
とで、参加者からは好評
を得ており、次年度に参
加希望者が増加するの
ではと期待が持てる。

地域の清掃活動につい
ては、生徒会役員以外の
生徒も関心を寄せて一緒
にゴミを集める姿が見ら
れ、毎回必要な人員が確
保できている。またこれを
きっかけに生徒会の活動
に興味を持つ生徒もお
り、次年度の執行部の候
補となっている。

今年度のカウンセリング
は、前期６回（延18人）・後
期１３回（延41人）実施し
た。カウンセリング後、適
切にカウンセラーと担任と
がカンファレンスを行い、
生徒の理解や支援に努
めた。また今年度は、カウ
ンセラーと養護教員を交
えた教育相談委員会を実
施し、そこで課題になった
「学校に来ることはできて
も教室に入ることのできな
い生徒」を職員研修の
テーマとして、その原因や
対応について意見交換を
行い、認識を深めることが
できた。

前期・後期開始前や日程
追加等変更時に「相談室
だより」を発行し、カウンセ
リング実施日程のお知ら
せを行った。また、相談室
前に予約状況を掲示し、
当日のキャンセルにより空
きが生じた場合にもすぐ
に対応できるようにした。
学校ＨＰに掲載した「カウ
ンセリング予約状況」がよ
く活用され、昨年同様、事
前予約だけで毎回詰まっ
ている状況であった。

「進路のしおり」では、入
試説明会等の最新情報を
反映させる紙面づくりを心
掛けた。「進路のしおり」、
各種説明会資料は学校Ｈ
Ｐに掲載した。進路指導
室では従来の資料に加
え、1年次向けの資料、保
護者向けの資料を充実さ
せた。

進路相談に訪れた生徒・
保護者の情報を担任と共
有した。進路指導部と担
任が協力して、面接練習
や自己推薦文作成の指
導などを行い、進路実現
を支援した。

ハローワーク神戸にて講
話と求人票検索を体験
する「ハローワーク体験
ツァー」と、県内35校の専
修学校で行われる「トキメ
キ仕事体験ひょうごカレッ
ジ」を実施した。前者は4
名（昨年0名）後者は、18
名の生徒が延べ23校（昨
年7名11校）に参加した。
職業についての意識の
向上、進路を真剣に考え
させる手がかりとなるよう
に努めた。

「進路のしおり」等の配布
物、ＨＲ、就職セミナー、
就職説明会、希望者との
個人面談等を通して、正
規就労の意味や大切さ、
就労のしかた等につい
て、生徒の理解が深まっ
た。就職支援員による精
力的な面談により生徒の
就労意欲が高まり、積極
的な受験により内定率が
大幅に高まった。
また、5月にアルバイト説
明会を行い、就労への意
識づけに努めた。

学校評議員による授業参
観は生活体験発表会の
参観を兼ねて実施した。
授業教室の巡回は概ね
達成できたと思う。今後は
授業参観を各自の学習指
導やスクーリングに使用
するプリント作成に生かす
ことが必要である。

本校の実情を把握し、各
分掌が研修会を計画的に
実施したところ、概ね全教
員及び事務職員が参加し
有意義な内容となった。
研修会の講師は外部から
招聘するものも多く、タム
リーな研修内容となり、教
員の知識やスキルがレベ
ルアップした。

今年度実施した「不登校
支援」に関しての研修会
は、教職員が今までの支
援について再確認し、さら
に一歩進めた支援へと踏
み出す助けとなるものに
なった。また、参加した事
務職員からも好評であっ
た。

生
徒
ア

ン
ケ
ー

ト

「青雲通信」などの定期的
な発行物や学校HPは役
立っていますか。

学校行事や文化祭・ク
リーン作戦などに参加しま
したか。

禁煙指導や校内巡視を
通して安全な学校づくりが
進められていると思います
か。

キャンパスカウンセラーが
いろいろな相談にのってく
れることを知っています
か。

「進路のしおり」を読んで
いますか。（２・３・４年次の
み）※

トキメキ仕事体験ひょうご
カレッジについての案内
を見ていますか。（２・３・４
年次のみ）※

働くことの大切さや仕事
の探し方がわかりました
か。(２・３・４年次のみ）※

生
徒
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価
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3.67 2.25 3.38 2.61 3.04 2.13 3.45

学
校
関
係
者

評
価

評
価

今
後
の
方
策

・青雲通信においては、
内容を精査し広報を充実
させることで、生徒や保護
者などに青雲高校に対す
る理解をより深めてもらう。

・オープンハイスクールと保
護者授業参観とを別日程で
実施し、それぞれの行事が
より有効かつ充実したもの
になるように工夫する。
・１年次生保護者会におい
ては、新入学生が学校生活
に適応し、意欲的に活動で
きるための一助となる有意
義なものにしたい。
・生徒同士の人間関係が希
薄な通信制高校にとって、
行事が果たす役割は大き
い。各行事をより魅力的なも
のとし、参加人数を増やした
い。

今後も引き続き、生徒が
安心して登校でき、スクー
リングや課外活動等に打
ち込める環境づくりを柱と
して取り組んでいきたい。

生徒の興味関心を引くよ
うな魅力ある学校行事を
目指して、春と秋の遠足
や、文化祭等の学校行
事を企画していきたい。

地域に貢献できるような
活動に興味を持つ生徒
が少しでも、増えるよう
に、生徒会を中心に、PR
活動を広めていきたい。

少ないカウンセリングの時
間を有効に活用するた
め、次年度は個人の相談
だけでなく、小グループで
のストレスマネジメントなど
にも取り組みたい。
また、スクールカウンセ
ラーだけでなく、本校の念
願であったスクールソー
シャルワーカーによるカウ
ンセリングが実現すること
になったので、生徒の社
会生活における課題にも
取り組みたい。

次年度に始まるスクール
ソーシャルワーカーによる
カウンセリングと、スクール
カウンセラーによるカウン
セリングの区別をつけるた
め、新しい名称や相談で
きる内容を生徒に周知す
る方法を検討したい。

「進路のしおり」では最新
情報を反映させながら、レ
イアウト等の工夫により、
生徒の興味・関心を引く
紙面づくりを今後も考えて
いきたい。

生徒の情報を進路指導
部と担任とで共有すること
を今後も発展させたい。
各大学等主催の進学説
明会に卒業年次担任の
先生に多数出席してもら
い、進路指導部と情報を
共有したい。

トキメキ仕事体験ひょうご
カレッジは参加者が増え
る傾向にあり、生徒への
周知を図りたい。
参加した生徒は楽しかっ
たという感想を多く寄せ
ていたので、案内の仕方
をより一層工夫したい。

就職説明会に多数の生
徒の出席を促したい。
その後は面接等を精力
的に行い、機会あるごと
に正規就労の大切さを啓
蒙していきたい。

お互いのスクーリングを見
学し、生徒の実態に応じ
てスクーリングプリント・指
導方法の改善に生かして
いくしていく。また、レポー
トの検討の時にもより自習
しやすい教材への改善を
検討していく。

本校の生徒の実態に即し
た研修内容を各分掌にお
いて把握し、計画的に研
修会を実施し教職員の資
質をさらにレベルアップし
たい。

研修の成果を実際の生徒
対応に活かせるよう事例
研究などの機会を増や
し、情報の共有にも努め
る。

※集計の都合で、生徒評価のグラフには1年次生のデータ（無回答）が入っています。

定期的な発行物や学校HP、各種の行事などを通し
て家庭や地域との連携を深めていると思いますか。

・いつも学校の様子や投稿者の記事を読むのが楽し
み。HPも見やすくわかりやすい。地域や保護者の方
の声もあるとよい。
・地域に根ざした文化祭等について定期的な発行物
をみて努力の姿が感じられます。
・「青雲通信」をはじめとする発行物、seiunn-webス
クールや青雲e-ラーニング方式などの（教職員評価
87％できた、生徒79％役立っている）(生徒67％使い
やすい）アンケート結果からみて、広報活動はできて
いると考えられる。また、「事務室の窓口や電話の説
明」についても７割の人が分かりやすいと感じており
概ね評価できる。
・生徒アンケート、教職員評価で高い評価となってい
る。生徒の保護者にとっても発行物や行事を通じて、
学習はもとより、多面的で総合的な学校教育を実感
することができる。
・1年間休学していたため、学校から送られてくるクラ
ス通信や学校通信は、学校、クラスの様子がよくわか
り大変有難い。

安全で楽しい学校生活を送ることのできる環境づくりが進んでいると思います
か。

・マニュアル作成努力されている。マニュアルをもとに生徒への具体的な避難訓
練を今後行うとよい。
・先生方があたたかく接していると感じます。
・学校行事やクリーン作戦など地域行事への参加(参加した26％）、災害時の校
内避難経路を知らない（あまり知らない）が87％だったことなどみると、若干意識
が低いと考えられる。一方で、禁煙指導、校内巡視など安全な学校づくりが進
められていることには一定の評価を受けている。（６７％(3)）
・特に禁煙指導と校内巡視についての生徒アンケート評価と教職員評価の高さ
は、校門立番とあわせて教職員の熱心な取組の結果だと感じる。

生徒の内面を理解し、支援する努力がされていると
思いますか。

・発達障害理解の研修やきめ細やかな生徒との関わ
りや支援に感謝。一人の生徒に複数の教師のまなざ
しが注がれることや社会福祉士を招くなど他校でみら
れない努力がある。
・通信制の学校ということで、大変な生徒と、また人数
的にも多くの生徒がおられ、教職員の先生方のご苦
労は大変だと思うが、あたたかい学校の雰囲気で努
力されていると思う。
・キャンパスカウンセラーが相談にのってくれること
が、あまり知られていないのは課題かと思います。
・キャンパスカウンセラーと教職員との研修会を開催
され、共通認識を深める努力がされている。キャンパ
スカウンセラーについての生徒アンケートは今後参考
になると感じる。
・青雲高校の先生は、担任や教科に限らず一人一人
の生徒に心をつくされいるように思う。

学校運営 学校運営

家庭や地域の人々への情報発信 生徒指導方針の確認と指導体制の推進 生徒の内面の理解を図る指導の工夫 進路指導体制の充実 職業観・勤労観の育成と進路意識の向上 計画性を持った研修の実施

開かれた学校づくり 生徒指導 進路指導 教職員の資質向上
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新しい通信制教育

実効ある学校マニュアル
の策定

家庭・地域・関係機関と連携
した危機管理体制の推進

事故防止の工夫と救急処
置の対応力を高める

健康に関する認識を高め
る取組み

インターネットの活用によ
る新しい通信教育の実現

本校の実情に応じた危
機管理マニュアルを作成
する。

「通信制高校に合った家
庭・地域・関係機関との
連携体制」を検討・工夫
し、防犯に対する教職員
の安全対応能力の向上
を図るための取組みを行
う。

災害発生時に生徒が的
確に判断でき、安全な初
期行動がとれるように、防
災管理組織と実際の任
務についての確認を行
う。

防災マニュアルの策定や
交通安全に関する研修
会の開催等により、自他
の生命を尊重する意識を
高め、より具体的事例を
もとにしたＨＲ指導が行え
るようにする。

本校の実情に合わせた
基礎学力の定着を目指
した学校設定科目を設
置し、上位科目の学習に
つなげる。

事務部と教職員が連携し
て、環境への配慮をしな
がら教育活動を進める。

学校徴収金の徴収をはじ
め、レポート・定期発送の
受け渡しや各種の事務手
続きについて事務部と教
職員の連携を密にし、生
徒の学習が順調に進むよ
う支援する。

安全点検を定期的に行
い、救急処置などの安全
教育の研修会等を実施す
る。

健康診断の受診率を高
め、事後指導の徹底を図
るとともに、保健室利用者
への丁寧な対応に努め
る。

長期的な視野に立ち、４
年間を見据えた人権学習
を進める。

多様な生徒が在籍する
現状を踏まえ、各部・各
教科と緊密な関係をとり、
生徒一人ひとりを大切に
する人権教育推進体制
を構築する。

Ｓｅｉｕｎ－Ｗｅｂスクールや
青雲ｅーラーニングを使
い、生徒の学習支援を進
める。

15 16 17 18 19 20 21 22 24 25 26 27

3.53 3.09 3.63 3.34 3.69 3.69 3.88 3.85 3.72 3.69 3.50 3.91

総務部と保健部がタイ
アップし、他校の資料等
も取り寄せ研究のうえ、本
校の実情にあった優れた
マニュアルが完成した。

関係機関との連携につ
いては体制はしっかりで
きているものの、家庭や
地域との連携による危機
管理体制については課
題が残る。一方、教職員
の安全管理に対する意
識は高く、校内での避難
訓練等は昨年より充実し
た内容であった。

年度当初に、防災管理
組織とその任務を全職員
で確認した。また、６月の
ホームルームで災害発生
時の避難について、生徒
に説明・確認をした。

交通安全に関して、長田
警察から講師を招聘し、
PPを使ったわかりやすい
研修会を実施したことに
より、教員も生徒も命の
大切さを実感できるＨＲと
なった。

基礎学力の定着を目指
した入門科目を実施しつ
つ、生徒の実態に合わせ
て、レポートの問いかけ、
解答方法、テスト問題な
どの内容に検討を加えて
いる。

空調機の県設定温度の
遵守・デマンド警報発令
時の節電・印刷部数の見
直しによる排紙の削減・
裏紙利用の促進等、環
境率先行動計画(ステッ
プ４）の全庁目標達成に
向けて職員一同で取り組
めた。

今年度から事務長だけで
なく、交代ではあるが事務
室職員も職員会議に出席
した。これにより、積極的
に校務運営に参画できる
ようになったとともに、各部
からの報告事項なども直
接聞けるようになり学校の
情勢について理解を深め
た。

毎月安全点検を行い、良
好な学習環境の整備に努
めた。不良箇所について
は事務室が迅速に対応
し、多くの不適箇所の整
備が行えた。水消火器や
車椅子を使用した消防避
難訓練を実施した。またス
クーリング時には、職員は
Qマスク（人工呼吸用携帯
マスク）を携帯し万一のた
めの救急処置が取れるよ
うに努めている。

「保健だより」を通じて、生
徒の健康への関心を高め
るように努めた。今年度も
胸部レントゲン間接撮影
に関しては、１年次生以
外にも自費による受診機
会を設けた。受診率は昨
年度に比べ、1・2年次生
は若干低下し３・４年次生
は若干向上した。健康診
断終了後は、個別に治療
勧告を行った。保健室に
来る生徒に対しては、丁
寧な対応を行うことができ
た。

近通研人権部会での研
修を通して、４年周期の
学習が、本校の人権学習
に適していると改めて認
識することとなった。

今年度は「デートDV」を
テーマにして人権学習を
展開した。よくまとめられ
た教材と、わかりやすい
DVDは、内容・時間設定
が適切で、生徒は興味を
持って、真剣に取り組む
ことができ、かなり成果が
あったように思う。その結
果、多様な生徒一人ひと
りを大切にした学習が実
践できた。

インターネットへの接続環
境が、携帯電話・スマート
フォンなども含めて、多く
の生徒にとって一般的な
環境になりつつある。生徒
アンケートの評価をみると
７割以上の肯定的回答が
見られ、支援の場としてイ
ンターネットが活用されて
いることがよくわかる。今
年はインターネットを新た
に利用する教科も増え、
全体的に利用の幅が広
がっている。自己評価も
生徒評価も向上しており、
この状態をより高められる
よう、継続して取り組んで
いきたい。

災害が発生したときの、
校内の避難経路を知っ
ていますか。

防災や交通安全に関す
る知識が身につき、意識
が高まりましたか。

青雲高校で、どのように
すれば単位が修得できる
か、分かりやすいです
か。

他の学校にはない入門
科目(英語・数学・社会）
があって、学習しやすい
と思いますか。

事務室の窓口や電話で
の説明は分かりやすいで
すか。

人権HRを通して、人権意
識が高まりましたか。

Ｓｅｉｕｎ-Ｗｅｂスクール（イ
ンターネット上のＲＳ個人
票など）や青雲ｅ-ラーニン
グは使いやすいですか。

1.94 2.78 3.58 3.67 3.43 3.13 3.48

生徒の学習への興味・関
心を高めたり、スクーリン
グ出席時間の不足を補っ
たりするために、インター
ネットや情報技術が活用
されていると思いますか。

・努力されていると思う。
・よくわからないが努力さ
れていると思う。
・webスクールやe-ラーニ
ングなど、インターネットの
活用による学習支援に力
を入れており、その評価も
また得ておられると思いま
す。（生徒アンケートから）
・生徒アンケートで70％が
「インターネット、青雲e-
ラーニングは使いやすい」
と回答している。

本年度完成したマニュア
ルをもとに研修を行い、
全職員で安全安心な学
校づくりに努める。

家庭や地域との連携によ
る危機管理体制につい
て、避難訓練等共に取り
組める内容を検討してき
たい。

災害発生時に生徒およ
び教職員の避難がス
ムーズにおこなえるように
努める。

生徒にとってわかりやす
い身近な具体的事例を
盛り込んだ研修会を開催
し、生命の尊重を意識す
るＨＲ指導に努める。

生徒へのアンケート結
果、テストの結果などを参
考に学力を把握する。入
門科目、必修科目の評
価する生徒の力を再検
討し、テスト問題に生かし
てゆく。

本校が環境に影響を与
えるものの一番は、「用紙
の使用量」であるが、紙
は生徒達との大切な通信
ツールでもある。教育の
質を落とすことなく教育
活動を続けていくため
に、今後も教職員とともに
創意工夫を続けて削減
に取り組みたい。

電話や窓口での応対に
配慮を必要とする生徒
や、介助が必要な生徒に
ついての情報の共有等を
心がける。
奨学金や、給付金の案内
など生徒の学習を支援で
きる情報を積極的に発信
する。

毎月の安全点検により、
不適箇所の迅速な整備に
努める。
救急処置の対応力を高め
るための研修会を実施す
る。

生徒に健康診断の重要
性を訴え、受診率のアッ
プに努める。
「保健だより」を通じて、麻
しんなどの予防接種を受
けるように勧奨する。

生徒が、自分という存在
を認めながら、固定的な
考え方にとらわれずに、
家庭・学校・社会で気持
ちよく暮らしていけるよう
に、具体的な学習目標を
設定したい。

身近な人権問題を取り上
げることにより、生徒が、
自分や他人の価値観・生
き方を主体的に考える
きっかけを作るようにす
る。また、定期発送で、人
権ホームルームを欠席し
た生徒にも送る資料が、
理解しやすく、興味を
もって取り組めるものにな
るよう、工夫を重ねたい。

技術社会の状況がめまぐ
るしく移り変わっており、
通信制教育を支える基盤
となる学習環境をどう整備
すべきかについては難題
も多いが、よりよいものを
作り上げていけるよう努力
したい。

通信制の学習システムを理解させ、基礎基本に
戻って生徒の理解を助ける努力がなされていると思
いますか。

・「学習の手引き」なども利用しながら理解しやすくし
ている。個別に対応しながら努力している。
・よくわからないが努力していると思う。
・生徒アンケートの結果をみると、生徒の理解を得る
工夫をされていることがよくわかります。（入門科目
の設定75％が「学習しやすい」）
・生徒アンケートで「単位の修得方法が分かりやす
い」「入門科目があって学習しやすい」「事務室の窓
口や電話での説明は分かりやすい」の回答が多く、
教職員の皆様の努力の結果と思う。
・入学した年には息子も慣れないシステムに戸惑っ
ていたようですが、先生方や事務室の方の丁寧な
対応に徐々に理解でき慣れていったように思う。

事務部と教職員との連携による生徒支援の充実教員の防災教育に係る指導力・実践力の向上 人権教育推進体制への取組

学校運営

基礎・基本の定着

生徒の学力の把握と評価基準の設定

課題教育

安全・健康教育 人権教育危機管理体制の整備 事務部と教職員との連携


